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　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．緒　　　　　言

　終戦後の教育改革により，その教育の方法的原理として教育の機会均等という事が叫ばれ，しか

もその点を考えてくると心身障害児も教育してその学力を出来るだけ一般の児蛮生徒のそれに近づ

けるようにしてやらねばならぬという義務がわれわれにあるものと思われる．

　さて，心身障害児といってもその種類によっていろいろあり，またその程度によってそれぞれに

迪した指導の方法を考慮しなければならない．例えば放送利用学習を１つの例にとってみても色々

と悩んでいる事は同じであるが，具体的な指導方法を考える段になると，盲学校とろう学校ではそ

の指導の方法か全く異ってくる．それに各種養眼学校を入れて考えると，いよいよ復雑になってく

る．それで放送教育研究会においても特殊教育の部会をまとめて行くという事は大へんむづかしい

事だといわれている．ましてこれが視聴覚教育という事になると益々複維なものになる．筆者は自

身が勉強する積りで本論文をかいたという事と，その一部については長年来研究して来たという事

で執筆をしたのである．それ故本論文中には色々と欠点も出てくるものと思われるけれども，その

点は読者諦賢の御叱正を希望するものである(l)-(7)

　　　　　　　　　　　　　　　２．心身障害児の種類

　緒論においてのべた如く；特殊学校における児童生徒は一般学校における児童生徒に比べて心身

に障害をもっているので，これに対して色々と指導上.の工夫をして，その学習指導，生活指導両而

において向上させ，一般学校のそれになるべく近づけてやらねばならないものと思われるのである

が，先づその対象となる心身障害児というものは如何なるものかこれは色々の人々により定義され

ているけれども，筆者はこの点では便宜上，著書「心身障害児とテレビラジオ」（特殊教育放送研

究会編）の中で林重政氏が冊用説明しておられる表を次に借用する事にする．　　ヽ

　同氏も以上の他に情緒障害児や性格異常児なども特殊児童として考えなくてはならないし，情緒

障害児という用語の定義は必ずしも明確ではないが，少なくとも，身体的知能的な欠陥を持つもの

や異質的な病変をもつものは除外し，情緒的，心理的な原因が一次的な情緒障害をひきお･こすと認

められるものと考えておくことにしたいとのべておられる．

　なお，この他に二重障害児もあり，また各障害においても程度の差異により，その指導上の土夫

を変更して行かなければならないわけであるので，実際にかかる特殊教育而の視聴党教育をほりさ

げて考えようとすると,’多数の研究と多数の研究費と，そして多くの時間とを必要とするものでは

ないかと思われる．
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　　　ｎ　障害児の学習と放送

　　表II- 1　特殊児童と教育的措置

障　　害 障害の程度　と教･育的‘措　置

盲者および弱視者

１）両眼の矯正視力0.1未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
盲学校

２）両眼の矯正視力0.1~0.3　　　　混辿認肘首記　　　　　　　　　　　　　!二［とし　　　　　　　　

特殊学級又は普
　　視力以外の視機能障害　　　　　　モ４ごＴ瓢緊ﾂ訃

ろう
聾者および難聴者

口両耳の聴力損失90 db以上

2）両耳の聴力損失db50~9odb｛諧詔心胆
二言

３）両耳の聴力損失50db未満一補聴器使用しても万?jWJJ‾は普通学級
　　　　　　　　　　　　　認ごUa

,が=ﾐI　　Jﾀ回

精神薄弱者

重度（白痴程度）

囮食昌万ぶtjぐ副食匹就学猶予、免除を考慮

　1 0 20又は25~50程度玉

u（偏uﾄﾞ　　　昌何回圧ﾄ「箭竹養護学校がな

　1 0 50~75程度ぺ著しく乏しい者　　ぃときは特殊学級

　　　　　　　その胞　　　　　特殊学級
　　　　　　　　　　　境界線児(1Q75~85程
　　　　　　　　　　　度）の者で特殊学級で
　　　　　　　　　　　教育することが適当と
　　　　　　　　　　　認められるものを含む

　し肢体不自由者

ｌ）起居、筆記、歩行等が不　　　　　　　　　　　　　　　養護学校
　可能又は困難な者、およ　　　　　　　　　　　　　　　就学する養

　びこれと同程度の障害を　　　　　　　　　　　　　　　護学校がな
　有する者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いときは特

　　　　　　　　　　　　　　　殊学級
　　　　　　　　６か月以上の医学的観２）上記の程度に達しない者こ察指導を必要とする者　　　普通学級で
　　　　　　　　他ご匝

　　　　　　　　　　　　　　　導又は特殊
　　　　　　　　　　　　　　　学級

病　虚　弱　者

　　　　　６か月以上の医療又は生　　　1.欠席して療養に専

１）病　弱　者　　　　活規制を必要とする者　　　　　念するよう指導

　（慢性の胸　　　　６か月未満の医療を必要　　2.普通学級で留意し
　部心臓管

下

とする名　　　て教育

　臓疾患等）　　　６か月未満の生活規制を　　　ａ特疎学級（病院内）

　　　　　必要とする者　　　　　１　　養護学校
　　　　　引

窓

養ｌ
　　　工必要とｆる名　　　　　’　ないときは特殊学級

２）身体虚弱者　　　　６か月未満の生活痕制をに一一特殊学級・普通学級

　　　　　必要とする者，　　　」　で留意して教育

言語．障害者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害の性質および程度に応じ１）聾・難聴・脳性小児マヒによる肢丁ろう学校・養護学校又は難聴

　　体不自由・精神薄弱などに伴う者　　　者・肢体不自由者、精神薄弱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者のための特殊学級

２）そ　の　厄　　　　　　　　　　　　　障害の性質および程度に応じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語障害者のための特殊学級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は普通学級で留意して教育

(注)学校教育法施行令i22の２　昭和37年】０月18日付文部■Ji380号通達

　　　　　　　　　　　　　５．心身障害児に対する視聴覚教育の概要

　（ｲ）エドガー・テール氏の経験の三角錐よりの考察

　前節の分類による心身障害児中｡最後の言語障害児に属するものは，一般の小中学校中の特殊学

級でこれが指導が行われているのであるが，どちらかというと。これよりも上述の各種心身障害児

の方が重症であるので上述の重症児の方から考えて行く事にする。



　　　　　　　　　　　　一心身障害児の視聴覚教育　　（大庭）＿　　　　　　　-17

　そしてよく考えてみると，盲，ろう学校においては視覚又は聴覚に障害を来らして.いるので，こ

の残存機能を十分に働かせる工夫も必要であると共に，他の機能，例えば盲学校においては視覚の

代りに触覚，嗅覚，味覚等の諸感覚を考えて行かねばならなくなるし，ろう学校においても聴覚の

不足を他の色々の感覚を用いて工夫して補って行かねぱならなくなる，こういう点から考えると，

養護学校に属する各種の児童生徒は，かゝる視聴覚機能の障害という事がないので内容，教授方法

等について大いに工夫する必要があるとしても，上記盲，ろう学校とは異り，その指導上の点は却

って一般学校と同様であるという事になる．この事はここにエドガー・テール氏の経験の三角錐を

とって来て考えてみると大へんよく分ってくるものと思われる．

　養護学校においては，学習内容につい

ては大いに考慮を払わねばならず，とく

に肢体不自由児，病弱児等においては修

学旅行とか，劇的参加とか，ひながた経

験，直接的目的に経験においても相当の

制約を受けるけれども工夫をすれば何と

か出来るようなものが多いのではないか

と思われるけれどもｙ盲，ろう学校にお

いてはそういうわけには行かないのであ

る．

　例えば，ろう学校においては聴覚と言

語取得に障害があり，そのためにエドガ

ー・テール氏の三角錐の最上部にある言

語的象徴が得られず，そのために論理的

思考も中々行い難く，従ってこれまで学
第

レコード、･ラジオ、静画

１

図

年進行が遅れている．（但し近年では幼児部の充実により学年進行の遅れをとり戻しつつある様で

あるか,）その上，ラジオ，テレビ，映画，演劇，旅行，劇的参加，演劇，ひながた経験，直接的

目的に経験等すべて聴覚を伴うものであるので，近時難聴竟に対し補聴器を使用させてかかる各種

経験を一般聴力健常児に近い状態にいたらしめるよう努力がなきれている，特に面白い事はろう学

校においてはこの三角錐における言語的象微のすぐ下の視覚的象徴がよく学習に利用され，特に小

学部においては黒板に絵をかく事の上手な先生が指導に成功するといわれている．

　さて，これに比べると盲学校においては視覚に障害があるので，エドガー・テール氏の三角錐を

考えてみるとろう学校の場合とはその趣きを異にしている．勿論弱視児に対してはいろいろと工夫

をして一般視力健常児の学力に近づけようとしている努力が払われているのであるが，全盲生に対

してこの三角錐を考えてみる場合，視覚利用の代りに触覚，味覚，嗅覚等を働かせている．事実，

岩石の分類を触察により行わせ，一般学校の児童よりも正確な結果岑出したという盲学校の児童の

例もある．

　それからアレクサンダー・ウェックスラー氏が多くの研究をしておられるが，光を音にかえたり

また，物指しに大小のきざみを入れて針で次々にふれる事により音の差異によりその長さを計るが

如きはそれである．わが国においても林良重氏を始め諸氏の研究により盲学校においては一般学校

の学習指導要領中にある殆んどの理科実験を全盲生の手で行わせる事が出来るようになって来てい

る．次にひながた経験であるか，盲人が象にさわった有名な話しかあるが，あれも象の模型に先づ

手でさわらせ↓　しかる後量感覚で実物は何倍位の大ざであるかを教え，しかる後実物にさわらせる

という教え方が最も妥当であると思われる．この場合模型にさわらせるという事がひながた経験に
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該当すると思う．この場合経験的には杖型の大さは両手で押えてちょうど一杯になる位がよいとさ

れているが，未だ学問的にはどの位の大さきがよいかは決定されていないのである，

　次に劇的参加であるか，これは全盲生なりに参加は行えるのであるが，ただ経験領域の差異をよ

く考えてやらせる必要があるものと思う．例えば弱視児と全盲生に茶わんの絵をかかせると，弱視

児はわれわれ晴眼者と同様に側面図的なものをがくが，全盲生は大小２つの輪をづらせてかつこの

２つをひっかけたような絵をかくのである(U)(12H13J

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従って次の演示においても前述の直接的目的と

弱視児 全盲児

第　　２　　図

経験の場合と同様な事が考えられ全盲生に対して

は触党，弱視児に対してはよくみえるようにして

やる工夫か必要だと思われる．例えば光の屈折を

教える場合全盲生には光があたると音の出る.よう

な装置を使わせ，弱視児に対しては装置を大きく

するかI，拡大レンズを持たせるかし，この実験の

遂行を可能ならしめる工夫が大切である．次に修

学旅行であるが全盲児，弱視児をつれて行ってい

ろいろの処をみせてやる事は必要であると思われるが，つれて行くだけでも困難が伴い，その上現

場へ行つてからいろいろの事を経験させるにも困箆が伴う．これは盲児の場合も引率上の困難はあ

るが，現地へ行って見学するにも聴覚の不足を、例えばビラ等で補う事によらてあとは分るように

なるものと思われる．次の展示であるが全盲児に対しては肺覚を価かせるが，一々触察させるか,

香をかがせるか，味わせるかさせねばならないものと思われる．即ぢ視覚以外の感覚の補助が必要

になつてくる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ

　さて，映画，テレビ，掛図，絵画等は全盲生には音だけしかきこえず画面は分らない．弱視児に

対しては拡大レンズ，へやの明るさ等いろいろの工夫が行われている．ただテ－プやレコ‐ドは全

盲生にはよく分るが，（却つてこれは全ろう見には分らないのであるが）そして最後に視覚的象徴

であるが，これはコルク板上にアルミ箔を盾いて鉄筆で絵をかきそオlを裏返して触らせてその形を

諒解させる事が出来る．そして言証的象徴は盲学校の児蛮生徒は割合にしつか.り把掟しているので

学年進行のおくれもあまりないようである.

　さて，上述の工ドガ―・デ―ル氏の経験の三角錐を考える場合，感性的体験（第―信号型の体験)

を理性的体験（第二信号型の体験）へともつて行くのにこの三角錐中の何れかの経験を使い，上述

の言語的象徴に至りその後珊性的体験となるにおよん論珊的思考が段々と出来るようになるわけで
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分ると思う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　(口)情報理論的考察

　クロード・シャノン氏の情報理論を視聴覚教育に適用して考えるという研究はすでに多くの人々

によってなされているのであるが，この情報回路の図において送信者を教師と考え，送信機を黒板

その他と考え，受信者を児童生徒とみなして考えてみればよいわけであるが，その場合視聴覚教材

を利用するという事は，通信路め光量を増すという事になり，そして盲，ろう両学校の児童生徒は

感覚器管に異常があるという事になる．そして盲学校においてはこの通信路･において視覚的の部分

が閉鎖されているという事であって，その通信を有効ならしめるためには他の通信路を附加する等

いろいろの方法を考えて行かねばならない．次にろう学校であるか，この場合も音声の通信路が閉

鎖されているので他の通信路を増設するか，視党の通信路を拡充するかの工夫が必要になって.くる

ものと思われる.(!4)(15)(16)(17)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　３　　　図

　さて，これが掩護学校の場合になると，精薄児の場合には通信路は一般正常児の場合と同様であ

ると見なされるか，児童生徒の感覚器管から通報を出して頭脳につたえ，これがフィードバックを

行う場合に欠陥として生じてくるものと思われる．そのため通報の場合を考慮せねばならなくな

る．これは肢体不自由児の学校の場合においても一部の児童生徒に対して，同様の事が考えられ

る..その他の肢体不自由児の通信路は一般正常の児童生徒と同様であって，ただ彼等のこれまでの

経験領域の狭少さにより，この通報の点で注意をぜねばならぬという事になる．そういえば盲学校

およびろう学校においても経験領域はー･般正常児に比べて狭少であるのでこの通報の点でも考慮せ

ねばならなくなる．そうすると通報の場合考慮を払うべしという事は，一体どういう事に該当する

かというと，結局彼等に与える視聴覚教材（ラジオ，テレビでいえば番組）の内容について彼等が

処理しうるに適したものを選ばねばならぬという事になる．いいかえれば程度を下げたものを用い

ねばならぬという事になるものと思われる．　　　　　　．　　　　　　バ

　さて，この通信回路の図をみるとフィード・バックの回路かおる．これは教室において授業を行

う場合には児童生徒の回答を求めるものであって，普通の場合は教師の問いかけに応ずるものであ

るが，この場合にも大低の場合再生法の回答を求めているが，これよりも再認法を使用する選択法

の回答の方が，かかる心身障害児においては回答し易いものと思われる．それ故かかるところにア

ンサー・チェッカーやプログラムアナライザーを用いて彼等の応答の状況を教師か求める事が必要

叫なってくるものと思われる．ただ，放送並びに映画の如き長文教材の場合には送信者は教室教師

でなく，例えばテレビや映画の中へ出てくる教師という事になり，しかも放送番組や映画が作成さ

れる以前，数回リハーサルがくりかえされるので，この場合ノイズも殆んどなくなっており，大へ
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ん見易いものとなっているものと思われる．併しこの場合教室教師は通信監守者の位置にあって児

童生徒の視聴に対する反応を観察し，またいろいろとその後においてそれが指導をする事になり，

また，フィード・バックとして番組制作者への注文という事もするようになるわけである．それ故

かかる回路がスムーズに循環すれば心身障害児といえども，テ,レダ，ラジ.オ，映画の視聴は大いに

学習効果をあげうるものとなる．ただこのラジオの場合全盲生以外には視覚供便物を副えて指導す

る必要があるが，全盲生に対しては触覚供便物を考慮し七，ごれにさわらせて指導する様工夫する

事が必要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　＞　ト

　回　心理学的発達より考えた視聴覚教材の利用について　　ダ’‘　　　　　　　　　　　　　，

　今発達心理学上から考えて幼児のときよりの積み上げか心身障害児においてはすでにかくれてい

るのではないかと思われる．ジェーン・ピアジェ氏は人間か自分の器管を働かせて自然（外界のも

の）を自分の中にとり入れる働きを同化といい，人間か自分の「潜在的にもっている機能」を働か

し自分自身を色々に制御しつつ外界に適応させて行く事を調節といっており，機能的同化，機能的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Ｆ　　　●　　●　　　Ｆ調節がその結果を人間にもたらすものが構造である．つまり機能が働いて同化，調節が成立する

と，そこに構造が成立することになる．といっている．七して知覚という行為の中の視覚という見

る行為をとってみると，「見る」という行為は対象ぐ知覚対象）を目の中に入れる．入れるといっ

ても目の中にそのまま入れるのではない．対象を「機能的に」目の中に取り込むのであってこれが

見るという行為である．これは眼球の迎動，眼筋の「調節」なしには出来ない．すなわち視覚対象

の目の中へのとりこみ（機能的同化）は目の調節を伴うのである．そうすれば視覚欠陥児はこの眼

球の調節が不十分にしか出来ないから十分調節作用をきせるために色々と工夫をしてやる必要が出

来てくる．例えば，レンズを補助として使用する．エレエファックスを使用して図を拡大してみせ

る．それが出来なければ視覚以外の聴覚，触覚，嗅覚，味覚等の知覚作用によってかかる調節作用

を補わせるという事になる．　　　　　　　　　　　　　：　，

　次に聞くという行為をとってみても同様て事であろうと思う，重れからピアジェ氏は知覚という

見たり聞いたりする働きは決して物を眺めるだけの作用ではなく，機能的同ｲﾋの作用であるといっ

ている．そして前述の機能と構造とは相互依存の関係であり同氏はこの意味での心的構造をシェマ

とよんでいる．即ち機能が働くとシェマができるのである．ピアジエ氏は生れてから２年までの間

を感覚運動的知能の時期とよんではいるか，この最後西第’61段階の時期において幼児は象徴機能を

獲得し始め，その象徴機能の基盤の上に言語が獲得され，言語は吏にT象徴能力を一層高めるのであ

る．そこで象徴能力を獲得して表象的思考の時期に入るの｀であるが，その場合幼児の心の中に映像

　（イメージ）が形成され，それが後に概念となり又は言語となうてくるのであるC18H19)(2O)(21)

　今心身障害児教育をかかる低位の段階迄下げて考え了いる時，そこに各種心身障害児の心像（狭

義の表象）形成に対する障害が見出されるのである．それ故視覚障害児，例えば全盲児は視覚を使

わず，その知覚は聴党，触覚その他に依存しているので，そφ心像は二般晴眼者のそれとは異って

いる．例えば前に茶わんめ絵をかかせた例をあげたが，仝盲児はへびはぬるぬるした，そしてぴん

とした固いものだというようなイメージを抱いている．それ故これ等のイメージを一般晴眼者のそ

れに近づけるような指導も必要になって来るし，またに視聴覚の他に触覚，味覚，嗅覚を含めた教

育が必要になってくるものと思われる．換言すれば視覚の欠陥を他ゐ知覚作用によって補,うような

教育が必要になってくるわけである．　　　　　　　　‥‥‥‥

　次に聴覚障害児，言語障害児等においても視覚作用を受ける事は充分出来ても，この時期におい

て心像の形成が不充分であったりなどして言語形成に事欠くようになるのではないかと思われる．

それ故ろう学校における早期教育の必要性が叫ばれる所以もよ.く分るが，やはり聴覚以外の知覚作

用の援用ということが大切になってくるものと思われ･る．‘　　イ
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　次に精薄児であるか，彼等はこの時期において同化および調節の作用に欠陥を来らし，とくに心

像の形成がおくれ，従って言語の形成がおくれているわけである．それ故特に精薄児については感

覚的知能の時期における視聴覚的方法による指導という事が大切であり，年長児でも必要によって

はこの時期に戻って指導のやり直しをせねばならなくなるものと思われる．そして肢体不自由児や

病虚弱児中にもこれに属するものがあ力，また肢体不自由児では身体を勁かす事が他の幼児に比し

て不十分なために知能の発達がおくれているというようなものも中には見うけられる．

　以上より考えてくると，ピアジエ氏の発達心理学より考えても幼児の時期に遡って検討して，そ

の根底からやり直さねばならぬような各種心身障害児もいるのではないかと思われ，勿論，この場

合，彼等に適した視聴覚教育（知覚教育）が必要である．

　　　　　　　　　　　　　　　４．心身障害児視聴覚教育各論

　（1）盲学校

　これまで大分のべて来た積りであるが今度は盲学校における視聴覚教育の実際についてのべる事

にする．前述の如く盲学校においては全然眼の見えない全盲児と矯正視力0.01以下の弱視児とその

中間の準盲児といるわけであるが，全盲，弱視両児の指導上の取扱い方に差異かあり，又その間の

準盲児に対してもその都度，何れかの方へもって行って指導を行っているが，概して全盲児と同様

な取扱いをしている場合か多いようである．昔は盲学校においてはすべての児童生徒に点字を教

え，点字の教科書を使わせていたが，現在ではこれは全盲児と準盲児に限られ，弱視児に対しては

一般学校と同じような字（墨字という）で同じ教科書を使って教えている．このために甚しく眼を

教科書に近接させてこれをよむ児童や，レンズ等を用いてこれもみる生徒もいるが，このために工

夫された視聴覚的方法というものが，彼等に絵，表，地図等を拡大してみせるという工夫がなされ

たが，普通の幻燈機や,映写機等を使用すると彼等は顔をスクリーンに甚しく近づけてみるので頭が

映写の邪魔になって投影が出来ない．それ故コガビジョン等を使う事になる場合もあり，また，０

ＨＰの利用も学習に効果をあげているし，エレファックスを装置して教科書の図や表を拡大印刷し

て児童生徒に分らせている．それでも特に注目されるのは放送の利用であろうと思う．ラジオ番組

の利用は全盲，弱視双方共に有効であり，恐らく盲学校が今やラジオ番組を最大限に利用.している

といえよう．ただ前にものべたように，弱視児に対しては視覚供便物を使用する事も出来るが，こ

れも一般向けのものでなく弱視児向けに工夫されなければならず，全盲児に対しては触覚供便物で

ないと役に立たない．しかし彼等が学校を卒学して成人して後も，ラジオ番組は点字図書と共に生

涯大切な教養物となるのである．しかし大低の放送番組は晴眼者向けに作られているので，経験領

域が異なり，かつ狭少な彼等向けの番組の制作を希望しており，特に現在の放送は少々テンポか早

いといっている．事実，全盲生は野球やすもうの中継放送をラジオできくよりテレビの音声で聞い

た方がよく分るといっている．

　さて，テレビの場合であるが;　これは弱視児が甚しくテレビは近接してみるので画面の全体をみ

る事が出来ない．特に社会科番組等ではこれで困る事がしばしばあったのであり，一時は１つのテ

レビに対し離れて多くの児童生徒がそれぞれレンズを用いて画面全体をみるようにさせたが，これ

でも困難点を生じたので，高知県立盲学校において色々の大さのテレビをみせ，各人の最適のもの

をえらばせたところ，両眼視力が懸け離れているもの又は片眼のものは７″のものがよいといい，

その他のものは17″がよいという事になった.，しかし眼疾により画面を明るくせよ，あるいは暗く

せよという要求かおり今後の研究問題であろうと思う．なおテレビ番組を録画して，ビデオコーダ

¬を時々停止させてみせると学習効果が揚るという研究がアメリカで行われているが，この録画を

行うときテレビカメラにブームレンズをつけて映像を大きくアップしてみせると効果か揚るようで
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　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　ｌ　　ｊ　　Ｆある，この他の点で心身障害児教育につきものの，能力差が大才ある学級を指導するという事で，

すなわち能力別指導をするという事で視聴覚器材を根幹としな色々の教育機器の導入も必要になっ

てくるのではないかと思われる(22;(23)(24)　　　　　.二　．

　(2)ろう学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼'

　ろう学校においては全ろう児と難聴児かおり，何れも視力催告はないけれども，聴力による障害

のために大変困っている．先づ難聴児に対しては補聴器をつける事によっ.て一般学校の児童生徒の

水準に近づけようとする努力が払われている．確かにろう学校におい七は視力は正常であるので視

覚の点はよいのであるが，これに伴う音声が聴取出来ないので概念の把握が出来ず，従って言語の

取得もおくれるという事になって来ている．とくに全ろう児についてはこの点視党利用による口話

法の指導を行っているけれども，中々困難なようである／そして当然そぐに視聴覚教材の協力が必

要になってくるのであるが，聴党教材の聴取不能をなるべく視党教材によって補わんとする傾向に

ある．例えば映画でも日木語版よりは|ﾖ本字の字幕のついた日木版の方がエ合よいわけであり，テ

レビ視聴時においては，時々フラッシュカードにより字句を出し諒解せしめてやる等の工夫が必要

になってくる．それからテレビ画面変化のテンポが早いという訴えもある．これに対して昔，テレ

ビの両面を処々写真にうつして生徒にみせてやるよう方指導をしでいた熱心な先生もおられたヵし

現代ではスローモーション化しうるビデオコーダーに録画して再びゆっくりとみせてやる事によっ

てこれは補えるのではないかと思われる．そう考えるjとむしろ映画よりもスライドの方がろう学校

では取扱いよく，紙芝居等もよいのではないかと思われﾌる．，レ

　(3)養護学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y　，j　＼

　　(ｲ片貼弱児　　　　　　　　ゲグ＼丿

　精神薄弱児向けのテレビ番組には｢たのしい教室｣の上級用lと下級用かおり，また精薄児向けの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　　　　　　　　　ｌスライド等も少しづつながら作り出されているけれど.も，要するに精薄児の心理学的発達の状況を

よく考慮してそれに合致したものを使用する必要かおる．そうすると映画，テレ‘ビ，ラジオ，スラ

イド，紙芝居等知能指数その他の差異により色々と変ぷだもめか必要になってくるわけである．こ

ういうものを揃えるという事は理想論であって，現実問題としては中々.不可能な事であるか，発達

段階の差により幾つかの群に分けたシリーズもの，例えばオニトスライドのような視聴党教材が用

意される事は可能だろうと思われるし，また現行のテレビ番組も上級と下級に分れているのでこれ

に達関して使用できる映画，スライド等があると，指導上甚だ好都合な事になるのではないかと思

われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　'）　　１

　勿論精薄児といっても色々な病気が原因によってなっ大ﾆものであるから，多人数の一斉指導は困

難であり，少数の群でしかも到達目標を異にした能ヽ力別指導という事になり，各個に使用させる絵

と音声，例えば，シンクロファックスのようなものも大いに役に立うでくるのではないかと思われ

る．また，精沁見中には四六時中テレビばかりみているようなものもおれば，時には視聴覚教材を

殆んど受付けないようなものもいるわけであるから，その点いろい.ろな因子を考え，各因子の程度

による差を考え，現在いる児童生徒が何れに該当するか淮考えたよで溺当な視聴党教材をあてがわ

ねばならないものと思われる．　　　　　　，　　　　　．,･

　(口)肢体不自由児　　　　　　　　　　　　　　　①　　∧

　肢体不自由児も病気により色々と異なるけれども，如能指数低く，前述の精薄児と同様に取扱わ

なければならなくなるものや，もう少しよく，ただ肢体の故障のため経験領域を狭少化しているも

のもある．そして後者は一般学校の児童生徒に比べ肢体の不自|がなため，いろいろと勁作をさせる

事が困難であるという点を除けば，大体へき地学校における視肺覚教材の指導と類似してくるわけ

であり，これならば出来るだけ視聴覚教材を整備する事であり，中懲もテレビとラジオをよく視聴
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させる事が必要である．また，同―視聴覚教材を用いて能力別指導をするのもかゝる学校では必要

になってくるのではないかと思われる．

　Ｈ　病虚弱児

　これは色々の疾病のために休養を必要とするような児童生徒であって，一がいにいえないが，先

づ無理して勉強させるという事は困難な事と思われるが，その状況に応じてテレビ，ラジオ，絵画

その他の視聴覚教材を用いて指導する必要がある．大部分のものは一般学校の児童生徒と同様な知

能指数をもっているので上述の肢体不自由児の場合と同様な取扱いをすればよく，かつ，能力別指

導と個別指導が必要になって来ており，それに応ずる視聴覚教材が必要になってくるものと思われ

る．また，一部の児童生徒は知能指数が低く･，前述の精薄児と同様に取扱わねばならないものもあ

るのではないかと思われるが，精薄児程健康ではないので無理も出来ず一眉取扱いがむづかしくな

り，これに要する視聴覚教材も自ら制約されるのではないかと思われる.

　(4)特殊学級に図する児童生徒

　以上･.(1)より(3)までに盲学校，ろう学校，養護学校等に属する弱視，難聴，精薄，肢体不自由等

の児童生徒に対する視聴覚教育についてのべて来たが，これ等の軽症のもので一般の小，中学校内

の特殊学級に属しているものに対しては視聴覚教材の使用を工夫すれば一般の健全な児童生徒の学

級に編入してついて行けるようになるものも出てくるだろうと思われる，併しなからかかる特殊学

級においても前記各特殊児童の性格をよくふんまえた上で視聴覚教材使用による指導を行う必要が

あるものと思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　５．考察並びに結論

　以上.，各種の心身障害児の視聴党教育につき，エドガーデール氏の視聴覚教育，情報理論，並び

にジェン，ピアジェ氏の発達心理学上より考察して来てその後少しばかり各種の特殊学校の視聴覚

教育の実状について論じてみたのであるが，一般学校における健常児に対す･る視聴覚教育に比べて

色々と工夫せねばならぬ点が多く残されており，今後多くの人手･，多くの予算，多くの期間を要し

てこれが各分野の研究をして行かねばならないと思う．
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